別紙様式
平成22年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　項：商工費　目：工鉱業振興費
	事業名: チャレンジ２５地域づくり実証事業運営費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　商工労働部 商工政策課 新産業・新エネルギー担当　電話番号：058-272-1111（内3051）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11351@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：2,000千円（前年度予算額：－千円）

	事業内容


	１　事業の内容


（１）チャレンジ２５地域づくり実証事業委託
平成２１年度チャレンジ２５地域づくり実証事業により設置した新エネルギー設備及びエネルギー技術関連設備により、二酸化炭素排出量削減効果を実証する業務を共同実施者に委託する。
○アクティブＧ
アクティブＧへ新たに設置した太陽光パネル及び充放電システムの保守点検等実証事業の委託
○中山間地モデル（木質ストーブ除く）
郡上市明宝二間手地区の古民家に新たに設置した太陽光パネル、燃料電池、水力発電及び充放電システム（以下「独立型エネルギーシステム」という）の保守点検費等並びに居住実証に必要な経費の支援
○中山間地モデル（木質ストーブ）
独立型エネルギーシステムの独立性をより高めるために整備した木質ストーブの燃料に必要となる薪収集業務を委託
（２）チャレンジ２５地域づくり実証事業調整費

共同実施者及び環境省との各種調整に必要な経費

	２　所要経費


（１）新規（2,000）
①チャレンジ２５地域づくり実証事業委託料　　　1,683
○アクティブＧ




 347
○中山間地モデル（木質ストーブ除く）
 635
・居住実証モニター謝金


 176
・居住実証設備運転等費用


 417
・光熱水費




  42
※保証期間が切れる平成24年度以降は、さらに独立型エネルギーシステムの
保守費用として年間約35万円の経費が必要となる。

○中山間地モデル（木質ストーブ）

 701
②チャレンジ２５地域づくり実証事業事務費
 317
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅳ　美しい自然と環境を守る「清流の国」づくり

１３　岐阜エコプロジェクト

自然エネルギーの導入促進、省エネルギーの促進
	２　これまでの取組状況


○平成21年８月に「花フェスタ記念公園」と「クックラひるがの」が経済産業省の「次世代エネルギーパーク」に認定。平成22年５～６月にかけてオープン。

○次世代エネルギーパークの認定を受けた、上記２施設（次世代エネルギーインフラ「公共施設モデル」(花フェスタ記念公園)、「商業施設モデル」（クックラひるがの））のほか、「住宅モデル」であるグリーニー岐阜が、平成22年11月に一般公開。都市モデルのアクティブＧ、中山間地モデルの郡上市明宝二間手古民家において、平成23年１月に稼働開始予定。
	３　これまでの取組に対する評価


○整備した次世代エネルギーインフラの各モデルの実証を行いその成果を広く公表するとともに、県民や県内事業者に対し、新たなエネルギー資源・技術の特性や用途に関する理解を促し、エネルギー効率・費用対効果・温室効果ガス削減効果等、多面的な観点から真に取り組むべきエネルギー対策を促進する必要がある。
	決定額の考え方



	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度

予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	2,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,000

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	

















・記入しないこと

















